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税理士業務の実態わかった

　姫路・西播支部は４月 17 日、会員懇談会を開催し、医師・歯科医師ら 23 人が参加した。
「税理士さんとの上手な付き合い方」をテーマとし、協会税務講師団の佐藤庸安税理士
が講演した。
　佐藤氏は、税理士事務所の仕事内容や特色、税理士から見た医業の特性をわかりや
すく説明。会場からは税理士業務について率直な質問が次々と出され、佐藤氏が丁寧
に回答をした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２面に感想文）

（左）23 人が参加した

（右）講演する佐藤税理士

企　画　案　内

会員懇談会「税理士さんとの上手な付き合い方」を開催
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新 署 名 に ご 協 力 く だ さ い ！
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第224回幹事会から

◆姫路・西播支部の会員数と組織率
  　640 人 ( 医科　437 人、組織率　74.1％、歯科　203 人、組織率　44.6％ )
◆情勢と運動対策、その他　後期高齢者医療制度即時廃止、保険でより良い歯
科医療を求める市町議会への自治体請願に取り組むことを確認した。
◆支部の活動・企画　6 月 17 日 ( 木 ) 他科を知る会（４面に案内）など

　次回幹事会は、6月 17 日 ( 木 )14 時～、姫路じばさんびるで開催。会員の先
生はどなたでもご参加いただけます。
　お問い合わせは、078―393―1807 小西まで。

4月 17 日 ( 土 )　於　姫路じばさんびる　　参加　９人

後期高齢は今すぐ廃止を

西播社会保障推進協議会・学習講演会

新 署 名 に ご 協 力 く だ さ い ！

　患者の窓口負担の軽減、後期高
齢者医療制度の即時廃止を求める
請願署名です。
　ポスター・リーフレットとあわ
せて医院でご活用下さい。

　６月に開業する予定であること、医院
経営研究会で佐藤先生の人柄と話の内容
が誠実で、私と周波数があうことから参
加させていただいた。
　私どもの現在の病院には３年ごとに税
務署が入り、自費診療を中心に指摘を受
けるが、追徴は受けたことはない。今後、
事業主になるとまず税理士との顧問契約
は必要であるかという点を考え、契約す
るならどのような視点から税理士さんを
選ぶかをまず考えなければならない。

　税理士さんは大きく分けて、大中小規模の三つ、前職から見て五つにわかれること
を学んだ。さらにどのような仕事を契約するかを学んだ。気になる料金は先生の事務
所の例を具体的に教えていただいた。
　また、文章にはしにくい「ある都市での交際費」の平均値、過度な税テク税理士の
危険性、税理士はコンサルタントではない、つまり脱税指南業ではなく、適切な納税
を指導する仕事であるなど、私たちが期待する姿とは少し違う像を示された。
　最後の質問も盛り上がり、多数寄せられた。土地の生前贈与を毎年行った場合、登
記をその都度行う意義、全国ネット上の税理士会所属の税理士の付加価値、医業の分
かる税理士の見分け方などについて質疑応答が行われた。ご自分で税務申告をされて
いる先生もおられ、診療報酬の自己負担分のみ得られる８月までは、自分でどこまで
可能か検証することにした。　　　　　　　　　　　　【姫路市・準会員　西川　実徳】

　追加のご注文は、℡ 078-393-1807 まで
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税理士さん選びの参考に
会員懇談会感想文

佐藤氏に質問する参加者

　協会姫路・西播支部も加盟
する西播社会保障推進協議会
は４月 24 日、後期高齢者医療
制度の問題点を学習する講演
会を開催し、市民ら１３０人
が参加した。日本高齢者連絡
協議会顧問の篠崎次男氏が講
師を務めた。
　篠崎氏は、後期高齢者医療
制度は年齢で区別する以外に、
大きな問題を抱えていると指
摘。
　特に保険者を都道府県単位
の広域連合としたこと、健康を国民の自己責任に帰する特定健診が導入されたことは、
今後国民健康保険などその他の保険制度にも導入されうるため、何としても後期高齢
者医療制度をすぐに廃止する必要があると強調した。
　西播社保協は、７月の参議院選挙に向け、後期高齢者医療制度即時廃止を求め、街
頭宣伝を続けていくほか、国民健康保険の問題で姫路市との懇談を行うなどの活動を
予定している。

会場いっぱいの１３０人が講演に聞き入った


